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表 1 混合飼料の乾物混合比
1 は じ め に

高泌乳達成の際に制限要因となる消化器容積が,哺育 ,

育成期の飼養環境,なかでも飼料の摂取状況に大きく関係

すると考えた。今回,哺育,育成期の乾物摂取量を増大さ

せることを目標に,泌乳牛で飼料摂取量の増大が認められ

ている飼料の混合給与を哺育,育成期に応用し,飼料の摂

取量,発育に与える影響について調査 したので概要を報告

する。

2試 験 方 法

供試牛は1991年 10月 から12月 生の当場産初生子牛10頭を

用いた。試験区分は飼料を飼料毎分離 して給与する分離給

与区と,これらを混合調製後給与する混合給与の2区を設

け,各区 5頭の平行試験の形で行った。飼攀 υ畔情・

育成期の区分けを図 1に示 した。 6週齢の離乳までを哺乳

期,以降はその後 3ケ月齢までを哺育期とし,こ こまでは

カーフハッチでの個体管理とした。 3ケ月齢から6ケ月齢

までを育成前期,6ケ月齢から12ケ月齢を育成中期,12ケ

月齢から18ケ月齢を育成後期とし,3ケ月齢以降は簡易シェ
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ルター付きのパ ドックでの区ごとの群飼とした。飼料給与

は両区ともに1日 2回に分け,生後 5日 目までは日量 4 kg

の初乳,そ の後離乳時までは日量0 5kgの 代用乳を 6倍量

の温湯に溶解 し給与した。分離給与区では濃厚飼料として

哺乳,哺育期は人工乳を10週齢までに1 8kgま でに漸増 し
,

3ケ月齢以降は育成前期は育成用配合,中期以降は泌乳牛

用配合を 1頭 1日 当り2 kgの 制限給与とした。粗飼料は育

成期にはコーンサイレージを乾草と乾物比で111の摂取

割合になることを目安に制限給与 した。乾草は3 coに設定

したカッターで細断したものを全期間を通じて自由採食と

した。混合給与区の飼料構成は分離給与区と同じで,哺育
,

育成期は分離給与区と同様に,漸増させた人工乳と切断乾

草を残飼がでる程度,給餌毎に混合して給与した。育成前

中後期は表 1に示した混合比率で数力月分ずつ混合調製し

た飼料を給与 した。給与は1日 2回に分けて行った。測定

項目として,飼料摂取量は毎日,給与量と残飼量を記録 し

た。飼料成分は濃厚飼料については各1回 ,コ ーンサイレー

ジは期間中 4回 ,乾草は収穫期,圃場が変わった場合測定

した。混合飼料の成分は原材料の混合割合から算出した。

体重,体尺値は各期の終了時に測定した。

3 試験結果及び考察

給与飼料は表 2に 示した。粗飼料の乾草はCPで88～

118%/DM,ND「 で642～ 758%/DMと 変動が激 し

かった。また,育成前期以降の混合飼料は各期の中間時点

での飼養標準の標準養分含量と比較しCPは同程度であっ

たが,TDNは育成中期で 5%,育成後期で 8%高 くなっ

た。飼料摂取量を表 3に示した。表中,対飼養標準 (月齢

は当該月齢の DGの中間値での養分要求量,対飼養標準

(発育)は実際の体重とDGか らの推定養分要求量と対比

した充足率である。育成前期ではDM,TDNで 区間に差

はみられず,飼養標準に対して分離給与区の対月齢のCP
以外は充足 していなかった。CPは分離給与区で多 く摂取

した。育成中期では各項目とも混合給与区が上回った。対
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表2 給与飼料の成分値
a 個別飼料 (乾物中%)

人工乳 育成 泌乳  乾   草  コ ー ン

配合 配合  オ チャード主体  サイレージ

TDN 872 789 795  61 3± 19   702■ 06
CP  229 181 18 6  10 2± 11    72± 05
ADF 70  92 11 9  41 4■ 25   260±08
NDF 136 198 258  71 0± 37   456±25
Ca  095 129 103  0 31±007  015■ 002
P   067 067 074  025± 003   019■ 001

b 混合飼料 (乾物中%)

育成前期 育成中期 育成後期
696
12 8

252
456

表3 飼料摂取量
(DM,TDN:kg/日 ,CP:g/日 )

注 対月齢 :対飼養標準 (月 齢,%),対発育 :対飼養
標準 (発育,%)

発育てみても混合給与区の養分摂取量はほぼ充足しており,

各項目とも対月齢では106%～ 122%と 高い値となった。育

成後期ではDM,TDNで ともに混合給与区が上回り
,

TDNでは対発育ではぼ充足 していたが,DMで は86%～

90%と 低い値となった。18ケ 月齢までの累計ではDM摂
取量は分離給与区で2,8961・g,混合給与区で3,045kgと 5%
混合給与区が多く摂取しTDNで も同様であった,CPで
は逆に分離給与区の摂取量が多くなったが,こ れは育成前

期では想定 したDM摂取を下回ったために混合給与区で

相対的に濃厚飼料の摂取量が少なくなったこと,育成後期

では濃厚飼料を分離給与区で 2セ/日 の定量給与したのに

対し,混合給与区では濃厚飼料の混合害1合を小さくしたこ

とによる。

体重体尺値の推移を表 4に示した。DGは両区とも6週

齢以降,飼養標準の標準発育を上回る発育状況を示 し,特
に育成中期の混合給与区では DG10を 越えた。体重,体

尺値では多 くの時期,項目で混合給与区が若干上回る結果

となったがいずれも有意な差はなかった。日本ホルスタイ

ン協会の標準発育値との比較では体重が12ケ 月齢で標準値

を大きく上回るようになったのに対 し体高,尻長,腰角幅

などでは標準値付近の値であった。これは育成中期は骨格

の発育より体脂肪の蓄積による高発育だった可能性を示 し

ていると考えられた。また,第一胃の発育の指標となる腹

囲でも両区に差はみられず,育成中後期の飼料のような高

TDNの飼料を用いた今回の条件下では分離給与において

も高い発育を示し,混合給与により更に飼料摂取量がのび

たにもかかわらず,発育値からみた乾物摂取量の充足状況

では100%を 下回っており第一胃の発育を促すまでにはい

たらなかったものと思われた。

表4 体重,体尺値の推移

出鱗個詢  6  13
項目      綱齢→ 3   6  12  18

褥‖li‖ 出期彎評協鮮1緋郡1鶴棚
DG
llg/日 )

体高

(col)

腹囲

(cm)

尻長

(ll l)

腰角幅

(cm)

067± Ol1 071± 009 079± Om 096± om oll± o襲

062± Ol1 0711000 0%± Ol1 103± Om Om± o ll

l12± 10  114± 13  86± 09  1116± 17  1226± 13  1326± 17

76±39  81i=19  817=23  1044± 21  1“ 7■,6  1m2=41
98     1“      121     101

999± 13  1"8± 31  1568±15 aЮ 2± 19  2176=64

989± 47  1116± 28 1590± 87 m35±79  2215=86

259± 08 "8±06  361± 10 416± 06  492± 04

259=09 297± ll  

“

0±09 454=10  198± 12

31    37    45    41

208三 12 249± 08 314± 09 421± 15 イ1=13

207± 18 ν9± 06  014± 11  420±21  469± 15

25    32    42    4
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注 平均値±標準偏差
上段 :分離給与区,中段 :混合給与区
下段 :日本ホルスタイン協会標準発育値

4 ま と め

乾物摂収量の増大をとおして高泌乳牛の能力を最大限に

発揮させる目的で,乾物摂取量を増大させる混合飼料給与

を哺育・育成期に同一飼料の分離給与と比較した。混合給

与は乾物摂取量,体各部の発育を大きくした。 しか し,給
与飼料の養分濃度が高く,分離給与でも必要量の発育をみ

たしたことからを乾物摂取量,発育とも差は小さかった。
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